
申込番号 56  

製造分野におけるDX推進 （推奨対象者：中堅層・管理者層） 
 
開催日：７月２８日（火） ９：３０～１６：３０ 

会 場：ミグランス（橿原市役所分庁舎４階：橿原市内膳町１丁目 1-60） 

定 員：２０名 

講 師：パナソニックエレクトリックワークス創研株式会社  伊藤 浩文氏 
 
＜コースのねらい＞ 

生産現場で用いられる各種製造装置や製造工程の監視・制御に ICT や IoT などのデジタル化を組み込む 
ことにより、製品やサービス、ビジネスモデルの改革( DX )を推進して、生産性向上、ビジネス競争力を獲得 
する方法を理解する。 

 
＜主な内容＞＊状況に合わせて内容を変更する場合があります。 

１．製造業における DX の理解 
(1)DX とは 

・新しい価値を創造する DX、製造業における DX が目指すもの 
・なかなか進まない DX（DX 推進の現状把握/セルフアセスメント) 

(2)スマート化を目指す 
・スマートファクトリ、スマートプロダクト、スマートサービス 

(3)DX の狙い 
・業務革新と顧客価値の創造、製造業における DX が目指すもの、DX 推進の課題認識 

２．DX 実現事例 
(1)スマートファクトリ実現事例 

・製造部門における DX の紹介、デジタル技術で解決する事例 
(2)DX で解決したいものづくりの課題 

・属人化した仕事の標準化、現場改善にも使えるデジタルツール、QCD 管理データの棚卸し 
(3)データドリブンのものづくり 

・全社最適で推進する DX、開発~製造~サービスをデータで繋げる、QCD 管理データの棚卸し 
３．D><推進の目標設定と解決策 

(1)ものづくりの課題抽出 
・課題を見える化、解決したい職場の課題、デジタル化で解決したい現場の課題 

(2)製造分野のデジタル化 
・デジタル化を進める、全体最適で推進する DX 

(3)様々な課題を DX で解決する 
・DX 推進体制の整備、DX の目的、目標設定、業革新、顧客価値創造に向けて、記録データ活用の仮説検討 

４．DX 推進の計画と実行 
(1)データドリブンものづくり実践 

・PoC による PDCA 活動について、計画と実績の見える化、データ収集、蓄積、加工 
(2)社内部門連携で進める DX 

・全社的横断的な DX 組織づくり、中長期 DX 推進の実行計画の策定、DX の推進 
・DX 推進マップの作成 OR ビジネスモデル構想 

(3)社外資源の活用と連携 
・システム開発の手順、開発手法について 

(4)DX 推進人材育成と人材の確保 
・DX 推進するために必要な技術と人材、人材育成の要点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込方法：「生産性向上支援セミナー申込書」に必要事項をご記入のうえ、メール（nara-seisan@jeed.go.jp） 

または FAX（0744-22-6744）でお送りください。 

 

 

７月開催 
◆生産性向上支援セミナー（オープンセミナー）開催のご案内 ◆ 
 

申込締切：７月７日（火） 

ポリテクセンター奈良では、企業の労働生産性を向上させるために、専門的な知見とノウハウを有する民間機関

等に委託し、講義だけではなくグループワークなどの効果的な演習を取り入れてセミナーを実施しています。 
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月

月

月

月

月

非正規雇用

性別（該当箇所に〇）

生年月日（西暦/月/日） 年 日

その他（自営業等）就業状況(該当箇所に〇) 正社員

Ｄ建築業 E 製造業

Ｑ複合サービス事業 Ｒサービス業

Ｓ公務 Ｔ分類不能の産業

産業分類

   （該当箇所に〇）

【注意事項】

※１　個人での受講はできません。企業（事業主）からの指示による申込みに限ります。

※２　本セミナーを実施する機関（企業）の関係会社（親会社、子会社、関連会社等）の方は受講できません。

※３　申込みは先着順とさせていただきます。

※４　申込締切時点の応募者が6名を下回る場合等、コースを中止又は延期することがあります。

※５　受講料振込み期限を過ぎてからのキャンセルは受講料を全額ご負担いただきます。

※６　受講者の方の就業状況欄について、非正規雇用とはパート、アルバイト、契約社員などが該当しますが、様々な呼称があるため、貴社の判断で差し支えありません。

※７　訓練受講者（講師・事業主等を含む）による訓練の撮影、録音および録画は禁止します。

＜当機構の保有個人情報保護方針、利用目的＞

（１）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「 個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号）を遵守し、保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。

（２）ご記入いただいた個人情報については、訓練の実施に関する事務処理（訓練実施機関への提供、本訓練に関する各種連絡、訓練終了後のアンケート送付等）及び業務統計に使用するものであり、それ以外に使用

することはありません。

生産性向上支援セミナー申込書

ポリテクセンター奈良　生産性センター業務課　行　

受

講

者

名

※送り間違いにご注意下さい　

〒

 

所在地

会社名
TEL

FAX

（ふりがな）

Ａ農業、林業 B 漁業

F A X

E-mail nara-seisan@jeed.go.jp

0744-22-6744　　　

B ～99人 C ～299人 D ～499人

Ｐ医療、福祉

企業規模

     （該当箇所に〇）
Ａ ～29人 E ～999人 F 1000人～

F 電気・ガス・

　熱供給・水道業

C 鉱業、採石業、

　砂利採取業

連絡先（電話番号） メールアドレス

申込番号女男

Ｋ不動産業、

 物品賃貸業

Ｌ学術研究,専門・

　技術サービス業

Ｍ宿泊業、

  飲食紗ビス業

Ｎ生活関連

 サービス業、娯楽業
Ｏ教育、学習支援業

Ｇ情報通信業 Ｈ運輸業、郵便業 Ｉ卸売業、小売業 Ｊ金融業、保険業

申込担当者名 部署等

生年月日（西暦/月/日） 年 日

就業状況(該当箇所に〇) 正社員 非正規雇用

（ふりがな） 性別（該当箇所に〇） 男

生年月日（西暦/月/日）

就業状況(該当箇所に〇) 正社員

申込番号

生年月日（西暦/月/日） 年 日

就業状況(該当箇所に〇) 正社員 非正規雇用

就業状況(該当箇所に〇)

受

講

者

名

正社員

（ふりがな） 性別（該当箇所に〇） 男 女

受

講

者

名

年

受

講

者

名

（ふりがな） 性別（該当箇所に〇） 男

その他（自営業等）

その他（自営業等）

受

講

者

名

（ふりがな） 性別（該当箇所に〇） 男 女 申込番号

生年月日（西暦/月/日） 年 日

非正規雇用 その他（自営業等）

非正規雇用 その他（自営業等）

女 申込番号

日

女 申込番号

 


